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　これ らの 比 較か らわ か る よ うに 三軸等圧 セ ソ 断試験の 第

2強度段階に お け る セ ン 断抵抗角を採用すれば ，表層 ス ベ

リ （安息角）に 対して も ， また 堤体深部 （等体積）セ ン 断

に対 して も満 足 す る こ とが で き る 。

　し た 溢 っ て ， 三軸等圧 セ ン 断試験 に よ っ て 設計値を求め

る場合，第 2 強度段階 で の セ ン 断抵抗角を採用すれ ば よい

と考 える 。

4． ま　 と　 め

1）　粗粒材料 の セ ン 断強 さに 影響を 与 え る 内的要素に は ，

　材質，形状，粒度組成，密度 ， 含水状態な どカミ含まれ る 。

　 こ れを要因別に 試験を行な っ た 結果 ， 粗粒材料の 力学的

　特性は ，下式 の よ うに 考え て実用 上 さ しつ か え な い 。

　　　粗粒材料 の 力学的特Lk−・f，（粒子 の 材質，密度）

　　　　　こ こに 　密度＝f2（粒子 の 形状，粒度組成）

2） 粗粒材料の セ ソ 断強さに 影響を 与え る外的要素1’こ は ，

　試 験機特性，試験法な どが含 まれ る 。 こ れ を 大型 ・標準

　の 各種セ ソ 断試験機お よ び安息角試験機な どに よ り， 要

　因別 に 試験を行ない ，そ の 結果は 下記 の とお り

　 i）三軸圧縮，一面 セ ソ 断，安息角などの 各種試験機の

　　セ ソ 断特性を 比較する と， 低拘束圧部で の セ ン 断抵抗

　　角は ， 三 軸圧縮 ，

一
面 セ ン 断 とも安息角 を上まわ る 。

　　また，三 軸圧縮 と一面 セ ン 断 を 比 較す る と供試体 の 大

　　きさ に 関係な く
一

面 セ ン 断試験結果の 方 が大 きい 。

　ii）三 軸等圧 セ ソ 断試験 で の 破壊包絡線は，拘束圧 とと

　　もに カーブす る が ， 三 軸等体積セ ン 断試験で の 破壊 包

　　絡線は ， ほ ぼ直線で 原点に 結ぽれ る。

3） 三 軸等圧 セ ン 断試験結果 か ら設計値を 求め る場 合，
σ

　 ＝ 2〜5kg ／cm2 の 範囲 で モ ール 円を 直線 で 包絡 しセ ソ 断

　抵抗角を求め れ ば 実用上 さ しつ か え な い 。

5， む　す　び

　以上 は ， 多種 の セ ン 断試験機を 用い
， 数多い 試験 デ ータ

に 基づい て検討 した結果 で あ る が ， 筆者 は実務 に 携わ る者

と し て の 考えか ら，多少独断的 に 割切 っ た個所 もあ るが ，

読者諸賢 の ご批判をい た だけれぽ幸い で ある 。
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A 層 ・ B 層 ・ C 層

静岡大学農学部教授

　 　 　 カi　 　 　 と う　 　 　 よ し 　 　 　 ろ う

理博　加 　　藤　　芳　　朗

　土壌層位 （soil 　horizon）の 命名シ ス テ ム として 国際的

に 広 く用 い られ て い る名称 で あ る 。 近代土壌学 の 開祖 とい

わ れ る ド ク チ ャ ニ 7 （Dokchaev ） 学派 カミチ ェ ル ノ ジ ョ
ー

ム に対して ， そ の 暗色 の 腐植層を A
， 母材を C

， 両者の 中

間層を B と呼 ん だ の ボ は じま りとい わ れ る。 しか し ， そ の

後， 同 じ学 派 の グ リ ン カ （Glinka）カミポ ドゾル お よび ポ ド

ゾ ル 性土に 対 して ， 溶脱層をA ， 集積層を B ， 母材を C と

呼ん だ 。 い ずれ も ， 上 か らの 順序を表わ して は い るが ，
A

，

B の 示 す土 層 の 特徴は 全 く異な っ て い る Q 後者 の 方式 が 紹

b ：buried，　 Ca，　 ca ： calcium ，　 cs ： calcium 　 sulfate ，　 e ： eluvia1 ，
F ：felmentatiol1，　G．　g ：glei，H ，　h ；humus ，　i，　ir：irot1，　j：juvenile
L ：litter，1： lessivage，　 M ： muck ，　 m ： rnottle ，　 n ： novus ，0 ；

organic ，　 o ： Oxydation，　P ： peat，　p ： plough ，　 R ，　r ： rock ，
r ：Reduktion，　 s ： Sesquioxyde，　Sa ，　sa ： salt （Sa星z ），　 t ： Ton ，
v ：Verwitteru 旺 9．

Apri 且，　1973

介され た 西欧 で は ， 前者の B に 相当す る もの を と くに （B ）

と呼 ん で い る ほ ど である oABC シ ス テ ム に は ，
こ の よ う

な不統
一泓 あ る の で ， これ ま で に ， 全 く異な っ た 命名法を

提案，使用 し た 研究者
の ・2）

もい た が広 く普及す るに は 至 ら

なか っ た 。 現在 ， 世界 の 大勢と して ， 種々 の 副記号 （添字）

を 活用 して 土層 の 生成的特徴を表 わ す よ う工 夫 した ABC

シ ス テ ム を採用す る 国や 研究者カミ多い 。 しか し， そ の 表現

法 は 国際的に 統一され て い な い
3）

o こ こ で は ， よ く使われ

る ABC 層位 の 解説を 中 心 と し ， そ の ほ か の 記号の うち ア

メ リカ
4）
（
＊
で 示す）， 西 ドイ ツ

5）（＊
＊

で 示す）の 例を カ ッ
コ 内

に 示 し た 。 ソ 連6〕，フ ラ ソ ス 7〕
， 東 ドイ ツ

8） お よび 日本 の 林

野土壌
9｝

， 水 田土壌 10）・11） の 例は 文献を 参照 され た い 。 語源

は脚注参照。
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1．　A 層位　土壌の 最上位を占め る 。

　 a ．有機物の集積に よ っ て 生成 した 層位（暗色 ル ーズ ）

　 主 と して 有機物か らな る層位

　　 新鮮な落葉 の タ イ積層
・……・・Aoo （L）（Ol

＊

，
　AL ＊＊

）

　　｛　　 分解 の 進 ん だ落葉 タ イ積層 ， 粗腐植層 ……A 。 （02＊

）

　　 （森林土 壌 で は さらに 2分す る こ とが 多い ）

　　　 ま だ原組織が 残 る 落葉分解層 一　
・…・・F （ADi＊＊

）

　　〜　　　 原組織を と どめ な い ま で に

　　　　　　分解 が 進 ん だ腐植化層…　 ……・H （Ao2＊＊
）

　 十分 に 分解 した 有機物 （腐植） と

　　　　　　　　　　　　 無機物と の 混合層…………A ，

　 b ．構成成分 の 溶脱す る 層位

　 粘土 の 溶脱 （レ シ ベ 土壌）　
…………A2 （A3＊ ＊

，　A1
＊ ＊

）

　｛　 R20 ， の 溶脱 （ポ ドゾ ル 性土 の 漂 白層）
……A ，（Ae ＊＊

）

　 c ，発達カミ不 十分で 不 明 り ょ うな A 層 ……（A ）（Aj＊＊
）

2．　 B 層位　A
， C 層の 中間に 位置す る 。

　 a ．風 化作用に よ り， そ の 場 で 粘土 化 の 進 ん だ 層位，

　　 colour
・B ， 黄 ， か っ 色 ま た は赤色 ・…一一 （B ）（B＊

）

　 b ．上 方か ら溶脱 した 成分 の 集積す る層位
………B ， B ・

擺驫 雛隔総慧黨
し紐 。 集難 土性 。 ＿．．．．．．．．＿ ＿ ．．．．．…．Bt

3．　 C層位　A ，B 層下位 の 土壌母材層 ， 母岩は 風化を 受

　けて い るが原組織を 残す 。 塊状 。 ち 密
…C （Cエ

＊ ＊

，Cv＊＊

）

4． 漸移層

　 A 層 と B また は C 層との 漸移部 で

　　　　　　　　　　　　 A 層 の 特徴が強 い もの
・・…・As

　 A 層とB 層 との 漸移部 で B 層の 特徴が 強 い もの ……Bl

　 B 層とC 層 との 漸移部 で B 層 の 特徴カミ強い もの 　……B3

　接触両 層の 中間的特徴をもつ 漸移部
…AofAi，　BC な ど

5．　亜 層位へ の細分　添字 1，2，…を 上から順に つ ける

　　　　　　　　　……A 、、P ，
　Anp ，

　B21t，　 C 、ca ，
　 Bs、 な ど

6．　そ の ほ か の層位

　母 岩 （新鮮なもの ）
…………Dr （D） （R ＊

，　C2＊ ＊

，　Cn＊＊

）

　地 下水に よ る 強還元層，青〜緑色， グ ラ イ層 …G （Gr＊＊
）

　泥炭層， 水面下で の 植物遺体 の タ イ積層
………………P

　黒泥層，泥炭が完全 に分解，黒色を 呈す る 層
・・…・……M

　土 層断面内に は さ まれ る異 質 母 材・………………・・……D

　耕土 （作土）層・………………・・…………・・………・……Ap

　炭酸石 灰 の 顕著な集積層，cahche など
・…・・Cca （Ca＊ ＊

）

炭酸石灰の 沈殿 ， 結核カミ認め られ る 層
………B2ca な ど

易溶性塩類の 沈殿 が 認め られ る層…’・’Clsaなど （Sa＊＊
）

硫酸カル シ ウム の 沈殿 カミ認 め られ る 層 ………C2csな ど

地下水 に よる酸化 ・還元 が繰 り返 され る層 ， 基色は

　　灰色をお び，斑紋があ る…Ci9，　 B2m など （G 。
＊＊

）

埋 没 土 壌 の 層位 ・・一 ……・・…・・…・…・……A 、b，　B ，b な ど

異種母材の累積， 上位か ら母材が異な る ご とに 層位記号
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　　名 の 前 に ロ ーマ 数字を併記す る 。 1 は 省略する こ とボ

　　あ る 。 例…IA1 ，
一
皿 A12一丑 A3−llBrllB21 一皿 B22一皿 C

7． い くつ かの土壌の 層位構成 の 例

　 ソ ロ ン チ ャ ク
4 ］ Alsa−Cisa−C2sa

　チ ．ゴ レ ノ ジ ョ
ーム

4＞ Ap −A12−B2†−C1−C2ca−C ，

−C4，†B ，

　　＝（B）

　か っ 色土 （Braunerde ）5） A −（B ）r （B ）2
−C

　灰 か っ 色 ポ ドゾル 性土
4）Ap −A2−B21t−B22t−B ，

−C ，

−C ，

　赤黄色 ポ ド ゾル 性土
5〕 A1−A3†

−B −（B）−Cl，†A ，
＝A2

　ポ ドゾ ル 4） 01−A2−B2iirh−B22irh−B23irh−ICr 皿 C2

　ラ トゾ ル
5） A −（B）1

−（B）2
−（B）C

　火山灰土壌　A11−An −A3−Br （B）
一
（B ）C

　累積性火山灰土 （立川 Pt　一ム ）
12）　 IA一工BrIBrI ／

　　 皿B2C一皿A一皿C−17A− IVBC ， 皿A は 立 川 Pt　一ム 上 部

　　暗色帯，IVA は 同 P 一ム 下部暗色帯，　 B2＝（B）

　A
，
B 両層をあわ せ て 土壌体 （solum ） とい うが ， 上 記

の 断面例で は ， ラ トゾ ル ，立川 ロ ーム を除けば ， ほ とん ど

が 1m また は それ以下 の 厚 さで あ る 。 した カミ
っ て ， 土木

技術 の 施工 対象とな る 多 くの も の が C ない し Dr 層 とな

る 。 た と えぽ ， 花 コ ウ岩風化層 （マ サ ） は C 層，
v 一ム 層

は 埋 没土 の B また は C 層 に ，水 田 下 の 青色粘土は G 層 （グ

ラ イ層） に，洪積層や第三 紀層の 地 層もC または Dr 層に

相当す る 。
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